

























































例では13例中5f9IJ (38. 5%)に神経症状の改善が認められた。-figrade C、D群の13例中2例 (15.4
%)に神経症状の悪;化が見られた。神経症状の認められなかったgradeE群では24例中23f?IJ (95.8%)で
神経症状の進行は見られなかった。完全麻痩発現後2日以内の早期に治療された症例で、放射線感受性の
高い症例では神経定状の改善効果は良好であった。完全麻痔発現後3日以上経過して治療された症例では
神経症状の改善は不良であった。神経症状の軽度な症例ではある程度の神経症状の改善が得られた。生命
チ後は神経症状の有無や程度よりも原疾患の性格、進行度に大きく依存した。
手術適応のない転移性脊椎腫蕩は、症状発現後半期に放射線治療を施行することにより、放射線治療は
熔痛及び神経症状の改苦に有効と考えられた。
以上の研究結果は転移性脊椎腫療に対する放射線封司法の症状緩和療法としての有効性を明らかにしたも
のである。よって本論文は博上(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
-73-
